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　　Hαが最も明るく，3727A．之れに次ぎ，t．恰もオリオン星霧の如し．
　　HβがN2より明るく．恰もオリオン星霧の如し．
　　HrzとN1と明るさ同じ．遊星形星霧の如き獲伏娯にて，恰も．オリオン
星霧と，N．　G．　C．6543（遊星形付霧）との中間の如し．甲線速度＋500km／sec．
硯直裡15”即ち40～50パ1セク（他は凡そ10～25パiセグ）。
　　　　　　　　　　　ペルセ・寸寸附逝iの銀河の研究
　ハンタA．Hunter及マ1ティンE．　G．　Martin爾氏はペルセウス・駅者爾
星座附近の銀河中にある0型やB型の早期星の光度や分布の研究をやってみ
るが，此のあたりの早期星群の距離は約135パ1セク（440光年）である．ところ
が，術ほ此の星群の奥に，邑Pち約320パーセク（1⑪40光年）の距離に更に一群の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の星があって，光電光度による色指歎は前者よりもUSI　x’　O．11だけ赤味を帯びてゐ
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ることが認められる・若し之れが宇宙室間の光りの吸牧によるものならば・吸
牧係数は1キロバ1’セク毎va　O・58となる・
　0型星のスペク1・ル研究による雫均縄封光度は
　　近V、星群がM＝　一〇．9　　　遠V・星群がM＝　一2．2
叉，下膨絵（colour　excess）と距離との相關係歎は　一』0・70土0・05　であり・
　　色剰絵と絶封光度との相關係数は　　　　　　　一〇．65±0．06
ところが，一般の恒星については此等の關係を論明するのに，室間南牧論によ
るも，縄封光度の攣化とする読も，何れも同様であるが，早期星群については
　　色感蝕と距離との相続係藪は　　　　＋0．60±0．10
　　色剰鯨と光力との　〃　　　　　　＋0，26±0．14
となるから，距離の影響が著しいことを知る．［MN．99」
　　　　　　　　　　　　皆既日食の時の空の明るさ
去る1937年六月8日，太手洋上から南米ペル1にかけて皆既日食が起り・わ
が山本博士等の一行がベル1に出張したことは衆知のことであるが，あの日，
太平洋上で，ハワイからパナマに向ふSteelmakerとV・ふ貨物般に・米國の天
文學者J．Q．　Stewart，　J・Stockley・C・D・McCracken氏等が乗り合はせて
皆既線の中に乗り入れ，船を本影の運行の：方向に進めつX，甲板上から此の日
食の種々相を観察した．皆既を天頂に見る洋上の一定黒占で，此の日の皆既日食
は7分02秒時問糠縷した筈であるが，般が東航中であったため，甲板上で見え
た皆既は7分06秒も績V・た．之れは學史上に殆んど寸前維後のレノコ1ドである
と言って宜い．天心は幸ぴに非常に良く晴れ，西から月の本影が現はれ，東へ
去る模様も充分に観察され，所謂“球状コロナ”も認められた．・皆既日食の眞
最：中の時の地上の明るさは，必ずしもコPナの光りに擦るものでないことは，
昔，1717年五月3日の日食を英國のバリが見て，結論した所であるが，この1937
年の洋上に於いて，盗れは，太陽が晴天の天頂に輝く明るさの5000分ノー，師
ち天頂に輝やく満月の約一百倍であることが確められた．
　船上から観察されたところに盛れば，殆んど天頂に皆既日食が起ってるる
間，西方の豊島線上は，サフラン色の光りが一様に現はれ，高さ14。のあたり
までは黄皮色で，其の輪廓は雲の如き強さであった．叉，太陽から12。だけの
距離にあるアルデバラン星は肉眼には見えなかった由．［ApJ．911
